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Abstract

"PISAS
uitcase"isateachingmaterialunitfbrGrundschuleinBerlin,intheRepublicofGermany

todevelopchildren'sreadingliteracy.

ThePISA2003showedthatthereadingliteracylevelofJapaneseschoolchildrenleavesmuchtobe

desired.IthinkitwillbeofgreatusetosolvetheproblemifwedeveloptheJapaneseversionof

"PISAS
uitcase".SoIhaveinvestigatedintothepracticaluseof``PISASuitcase"intheBerliner

Grundschule,andIhaveclarifiedthecontentsof``PraxisboxLesen",thenameof``PISASuitcase"

onthemarket.

Throughthisresearch,Ifbundoutthat``PISASuitcase"givesabroadermeaningtothedefinition

of``readingliteracy"thanthetraditionalone.Forexample,itcontainstheabilitytoreadbooksof

theirownchoosing,toshapetheirideasaboutthem,toexpressorexchangeopinionsinadditionto

theabilitytointerpret.Ialsofbundoutthat``PISASuitcase"showsreadingliteracyasvisible

toolS.

``PISAS
uitcase"wasdevelopedasacountermeasureagainstthedeclineofreadingliteracyamong

childrenknownas``PISA-Shock"inPISA2000andisstillhelpingtoimproveGermanlanguage

classesinBerlin.Tothisday,itisdevelopedatLandesinstitutfUrSchuleundMedien

Berlin-BrandenburgandisusedbyeveryGrundschuleinBerlinCity.

``PISAS
uitcase"andtheCourseofStudy食)rtheJapaneselanguageeducationinJapanhavealot

incommon.Bothofthemaimatraisingschoolchildren'sreadingliteracylevelthroughavarietyof

languageactivities.Theyplaceaspecialemphasisontheprocessoflearningwhentheyreadbooks

oftheirownchoosing,shapetheirideas,expresstheiropinionsorexchangethemfbrthe

improvementofschoolchildren'sreadingliteracy.

IbelievethesearethekeypointsindevelopingtheJapaneseversionof``PISASuitcase."Ifindit

necessarytocompileguidebooksfbrteachers,todevelopmaterialsandtomakemodellesson

plans.

*国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課 ・教育課程調査官
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1は じめに

ドイツは2000年 のPISA読 解力調査 において21位 とな り、 日本 よ り早 く読解 力低 下 とい う現状 に直

面 した。 この 「PISAシ ョック」以降、 ドイツ連邦 ・各州 ・大学 ・研 究機 関 ・図書館そ して初等 中等

教育機 関において読解力 向上に関す る様 々な取組が行 われ てい る。

その中でも注 目に値す るのが、ベル リン州 立学校 ・メデ ィア研究所(BerlinerLandesinstitut釦er

SchuleundMedien)(1)が 開発 した、基礎学校(Grundschule)に お ける読解力 向上 の教育実践のため

の教材集 「PISAスーツケース」(PisaKof飴r)で ある。 開発 当初 、研 究所員がスーツケースに入れて

各学校 に貸 し出 しを していた ことか らこの よ うな名 前が付 け られた。その後、読み方実践 ボ ックス

(PraxisboxLesen)と い う名称 で市販 され てい る。

筆者 は、この 「PISAスーツケース」の特徴を生 か した 日本版の読解力 向上教材 の開発 を 目指 して、

ベル リンにお ける開発 の経緯 と、その基本的な構造及び特徴 について報告 した(2)。そ こでは、「PISA

スー ツケース」が もつ基本的な特徴 を解 明 し 日本版 の試作 に着手す るこ とができた。 しか し、 日本

版 開発 のためには よ り詳細な特徴 の分析が必要 である。 また、未解 明のまま となってい る、ベル リ

ン市の基礎学校 における実際の活用状況の把握 も課題 として残 され た。

2研 究の 目的と方法

(1)研 究の 目的

本研 究は、全体構想 としては、PISA読 解力調査の結果 が示す よ うに喫緊の課題 である読解力向上

のため、 「PISAスー ツケー ス」の特徴 を生か しっっ 、我 が国の教育課程 に適合 した、小学校 国語科

の授業改善に生 きる教材集、 日本版 「PISAスーツケース」 を開発 する ことを 目的 とす る。 この うち

本論 においては、「PISAスーツケース」の特徴 をより詳細に分析す るとともに、現在の開発状況及び

ベル リン市の基礎 学校 にお ける活用状況について考察 し、 日本版 の開発 に向けて対応 が必要 な課題

を整理す ることを 目的 とす る。

(2)研 究の方法

2007年11,月30日 か ら同年12,月8日 にかけて、ベル リン ・ブランデ ンブル ク州 立学校 ・メデ ィア研

究所及びベル リン市内の基礎 学校2校 を訪 問 し、聞き取 り調査 を行 った。基礎学校2校 では、読み

方実践ボ ックスを活用 した授 業 も参観 した(3)。

また 「PISAス ーツケース」の市販 タイプである読み方実践ボ ックスの特徴 を解 明す るため、上記

現地調査の際に読み方実践ボ ックス1式 を入手 し、日本 に持 ち帰って翻訳 した(4)。これ らを もとに、

我 が国の新小学校 学習指導要領 ・国語 との関連 について考察す る。

3読 み方実践ボックスの概要

読み方 実践 ボ ックス とは、基礎学校 向けの読解力向上 のた めの教材集 「PISAス ー ツケー ス」の製

品名である。 ドイツ連邦 の教材販売会社、Schroede1社 か ら市販 され てい る(5)。

入門編及び8つ の下位項 目で構成 されてお り、その内容 は、以下の通 りである。
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入 門 編(EinfUhrung)

1読 む こ とへ の 関 心(Leseinteresse)

2読 解 の 演 習(Lese茸bungen)

3読 む 手 順(Lesestrategien)

4読 解 課 題 に 対 応 して 読 む(Leseau㎏aben)

5読 む プ ロ セ ス(Leseprozesse)

6読 む 文 化(Lesekultur)

7保 護 者 との 連 携(Eltern)

8自 己 評 価 シ ー トで 診 断(Diagnose)

これ らは、2000年 の 「PISAシ ョック」を受 けてベル リン州立学校 ・メデ ィア研究所 が開発 ・教材

化 した ものであ り、我 が国の国語科 の授 業改善 にも資す る内容 を多 くもつ と考 え られ る。

筆者 は、前述の下位項 目に関す る基礎 的な検討 を行 った(6)。 この考察 を踏 まえ、我 が国の小学校

国語科学習指導の改善に資す ると考 え られ るものに焦点を絞 り、その詳細 を明 らかにす る。具体的

には、 「読解 につ いての意識改革 に寄与す るもの」 「読む能力 を育成す るための授業づ く りへ のヒン

トを与える もの」 とい う観 点か らみ て、特に有効であ ると考 え られ る入門編及び下位 項 目を取 り上

げて解説 してい きたい。

(1)入 門編(EinfUhrung)の 内容 とその役割

入門編 においては、次 のよ うに教師向けの説 明がな され てい る。

資料1「 読み方実践ボックス」入門編の内容

1.読 解 とは、意味が構築 され てできあがるものである。

テ キス トを読んだ り理解 した りす ることは、読者 の知識 を活用 しなが ら進 む建設的な過程 である

とされています。テ キス トがもつ情報 を得 る過程(ボ トムア ップ)と 知識 を活 か して解釈す る過程

(トップダ ウン)が 同時に進行す るのです。両プ ロセスは常に

交互 に進行 してい きます。 この意味で 「読解」は、読者の もつ

知識 や読む 目的 に応 じて解釈 してい く 「トップダ ウン」型の過

程で あると同時 に、逆 に、テキス ト(文 字 、単語、文 な ど…)

か ら知識 を得てい く 「ボ トムア ップ」型 のプ ロセ スでもあ りま

す。要す るに、読者 はもってい る知識や読む 目的に応 じて、テ

キス トの意味 を再構築す る とい うわけです。(中 略)で す か ら、

書かれた内容 を解読 して 「意 味を受 け取る」だけの読者 とい う

従来の解釈 とは決別す る必要があ ります。そ うではな く、読者

は文章 を読む際 に自ら 「文章 に意味(意 義)を 与 える」存在 で

あると認識すべ きです。理解 とい う行為 は、読者 による構築行

為 に他 な りません。(以 下略) 図1=入 門編 の図解資料

入門編 は、「読解」とい う行為 の概念を教 師向けに丁寧 に解説 してい る点に特徴があ る。図1は そ

の図解 資料 の一つで、OHPシ ー トとして読み方実践ボ ックスに収 め られている。

資料1に おいては、 とりわけ 「書 かれた内容 を解 読 して 『意味を受 け取 る』 だけの読者 とい う従

来 の解釈 とは決別す る必要」があるこ とを明確 に示 している点に着 目したい。

我が国において も、平成10年 版 学習指導要領 の改訂の基本方針 として、「文学的文章の詳細 な読解

に偏 りがちであった指導 の在 り方 を改 め」ることが提言 され た(7)。しか し、依然 として 「読む こと」

の学習指導 は、文章の内容 を詳細 に読み取 ることに陥 りがちであ る。資料1の よ うな解説 は我が国

において も、 「読解」の とらえ方 を転換 してい く手立て として有効であろ う。
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(2)「 読 む ことへの関心」(Leseinteresse)の 内容 とその役割

読み方 実践 ボ ックスの第1項 目である 「読む こ とへの関心」では、子 どもたちの読む ことへの関

心 の低 さを指摘す るとともに、了 どもが 自分 自身の読書へ の関心を振 り返った り、教師や 両親な ど

が子 どもの読書への関心 を把握 した りす る教材 を具体的に提示 している。

資料2-1「 読む ことへの関心」の 内容

読 む ことへの関心Leseinteresse

読解力 と読む ことへ の関心 との相 関関係 は立証 され ています。2000年 のPISA調 査では、素晴 ら

しい読解力 を示 した国では、読む こ とに対す る関心の低い生徒 が少 ない ことが分か りま した。

ドイツの15歳 では、PISA調 査 で読む ことに全 く楽 しみ を感 じない と答 えた生徒が42%で 、これ

を超 える国はあ りませ ん。IGLU研 究 では、4年 生 を対象 に したアンケー トで これ よ りは よい状況

ですが、それで も18%の 児童が 自ら進んで読書 をす ることはない と答 えています。

PISA調 査では さらに憂慮すべ き所見が見 られ ま した。 ドイ ツの教師の大半が、生徒 の読書 に対

す る関心の低 さに対 して何の情報 も与 えることがで きない とい う点 です。

「読む ことへの関心」 の教材 は、基礎学校のスター ト時か らどうすれば子 どもたちに個人的な

読書経験に対す る 自己評価や他者 との比較の機会 を与 えることがで きるのかを示 しています。大

切 なのは、子 どもたちが学校 で も家庭で も読書 に対す る関心 を意識化す るよ うにす ることです。

(以下略)

資料2-2読 書への関心 を自己評価す るシー ト

読書 の人相書 きLesesteckbrief

私 のお気に入 りの書物 は、

… 『ニ ック ・ナーゼ』

この種類の本 を読むのが私 は好 きです。

… 「探偵 ものの書物」

一番 心地良 く落 ち着 いて本 を読 む こ とが 出来

る場所 は … 「私 のベ ッ ド」

書物で知識 を得てい るテーマ は

… 「動物 に関 して」

学校で読んだ り、課題 として扱 った りして欲 し

いテーマは … 「こうも り」

図2:子 ども向けの 自己評価シー ト

資料2-2及 び図2に も見 られ るよ うに、了 ども自身 が 自分の読書へのかかわ り方 を具体的 に振

り返 るとともに、視覚 的にもそれ が とらえやすい よ うに してい る点に特徴がある。子 どもの実態が

把握できれ ば、様 々な対応策 もよ り効果的に展 開で きるであろ う。我 が国においても、 ここで示 さ

れた よ うな具体的な手立 てを工夫す ることは有効であ ると考 え られ る。

(3)「 読 む手 順 」(Lesestrategien)の 内容 とその 役 割

読 み方 実践 ボ ックス の第3項 目で あ る 「読 む 手 順 」 で は 、子 ど もが単 一 の テ キ ス トを読 む 際 の 手
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順 を7つ の段階で示 してい る。了 どもが一人 で読む場合 の手順 と、読書会 として共同で読む場合の

手順が提示 してい る。

資料3-1「 読む手順」の内容

読書案 内人(LESELOTSE)(一 人用)

1読 む前 … テ キス トには見出 しがあ り、時 には絵 もあ ります。それ らを通 して、「アイデ ィ

ア」や 「推測」や 「思いつ き」 をもちます。 それ らに関 して5つ の言葉 をメモ し

ま しょ う。単語 を音読 してみ ま しょ う。

2読 む … テ キス トをゆっ くり正確 に読 みま しょう。 あなたが分 か らない箇所や言葉は あ り

ますか?鉛 筆でそれ らに下線 をひ きま しょ う。

3明 らかにす る … あなたが分 らなかった箇所 を明 らか にしま しょう。

(以下、項 目のみ示す。)

4分 ける5印 を付 ける6ま とめる7評 価す る

資料3-1は 、単一 のテキス トを読む行為 を、子 ども自身が行 えるよ う導 く点 に特徴 がある。子

どもの読解力 は、それ を子 ども自身 が活用できて初めて確 かな力 として身に付 いた と言える。 この

よ うに、単一 のテキス トを読むための基本 的なプロセスを明示 し、繰 り返 し活用 して読む ことで、

子 どもは読む こ とを、見通 しを もって行 うことができ るよ うにな ると考 え られ る。

この資料 は同時に、国語科の学習指導スタイル についても有益 な示唆 を与える。すなわち、学級

の子 どもたちが共通テキス トを教 師の一斉指導 の下に解釈す るだけではな く、子 ども自身 がテ キス

トを選択 し、独力で読 んでい くとい うス タイル をも可能 にす ると考 え られ る。

(4)「 読 むプ ロセス」(Leseprozesse)の 内容 とその役割

「読むプ ロセス」の項 目には、具体的な読書活動のアイデ ィアが提示 されている。以下の① と②

は、ベル リン ・ブ ランデ ンブル ク州立学校 ・メデ ィア研究所で開発 を担 当 した研究員に聞き取 った

内容であ る(8)。また、他 のツールに比べて複雑 な構造 をもつ 「読書 ロール」については、具体的な

内容 を分析す る とともに、その作 り方や課題例 を③に示 した。④ は、現在 も進 め られている開発の

状況 について聞き取った内容である。

① 「読書 の小箱」(9)

了 どもが読んだ本 の内容を、一つの小箱 にま とめて紹介す るツール。登場人物の説 明書 きを付

けた り、タイ トル 、著者、 自分 の意見 を箱 の裏 に記載 した りす る。小箱 とい う目に見える形 に表

す点が特徴。了 どもが 自ら選 んだ本 を対象 とす ることが重要である。作 る手順 としては、まず主

要な登場人物 をあげる。続 いて子 どもの発達段階に応 じて、それ ぞれの解説 を書 く。 これ は主に

低学年 向きで あると考 えているが、上の学年 にも対応 できる。 この箱 を使 って他の子 どもたちに

紹介する。さらっ と読むのではなく、きちん と読 まない と箱 は作れない。「読むプロセス」が、「PISA

スーツケー ス」のま さに要である。

② 「緋色 の糸」

テキス トに記述 された出来事 をカー ドに書 き出 し、出来事の順 に赤い毛糸に洗濯 ば さみ でつな

げてい くツール。 テキス トを 自分 の言葉 で要約す ることがね らいである。 毛糸 の赤は ドイ ツでは

論理の象徴 である。テ キス トを理解 し論理 的に順序立ててま とめるものである。了 どもがま とめ
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られない ときには、 どこが重要 であるかに 目を向け させ た り、見出 しを付 け させた りす る といっ

た支援 を行 う。

③ 「読書 ロール」

資料4-1の よ うな解説 と、資料4-2の よ うな課題例が提示 されてい る。資料4-2の 課題

は物語文 を読む場合 のものであるが、説 明的文章 を読む場合の課題 も別に示 されてい る。

資料4-1「 読書 ロール」の内容

読書 ロールdieLeserolle

読書 ロール は、(中略)読 者が一定の期間に読 んだ本の記録箱で もあ ります。了 どもたちは 自分

の興味 に応 じて、読みたい本(子 ども向け小説や解説本)を 選びます。読書 と並行 して、も しく

は読書の後 で了 どもたちは課題 の中か ら選択 した必須 ・選択課題の答 えを読書 ロール の記録用紙

に記録 していきます。読書 ロール の外側 には読んだ本 に応 じて絵やデザインを加 えて、誰 もがそ

の内容 が見 た くな るよ うな形に仕上 げます。(中 略)読 書 ロールが完成 した ら、子 どもたちはクラ

スで結果 を発表 します。セ ロテープでつ なぎ合 わせ た読書に関す る課題 の答 えが巻物 になってい

るの を見る と、子 どもたちの意欲 が さらに掻 き立て られ ます。

資料4-2「 読書 ロール」の課題の具体例

■ 必須課題

口 計画表を作成す る

口 読書の巻物 の外側 をデザイ ン(著 者、題名 、出版社、了 どもの名 を表記)す る

口 本の登場人物や主要 な物 を相関図に描 く

口(本 に対す る)評 価表 を記入す る(以 下略)

■ 選択課題

口 主要登場人物の概要 をま とめた リス トを作成す る

口 特に重要 な登場人物 の人相書 きを作成す る

口 本のABCリ ス ト(登 場人物や事物 をアル フ ァベ ッ ト順 に並べた リス ト)を 作成す る

口 本の 中の どの登場人物 にな りたいか、またなぜ なのかを書 く(以 下略)

■ 君の読書 の巻物は こ うしてできあがる

1ま ず は、君が読み たい と思 う本 を探す。

2読 書中、お よび読書後 に課題 に取 り組む。 リス トか ら、場合 によっては君 自身が考 え出 して

5つ の必須課題 と少 な くとも5つ の選択課題 に取 り組む。

3巻 物 に仕上 げてい く作業 は、長期的 な積 み重 ねによるもの。 自分の作業計画表 を作成 し、 う

まく時間配分 しよ う(必 須課題)。 計画表通 りに進んでいるか どうか常にチ ェック しよ う。

4巻 物 の外装 は本 に合 うよ うに考えよ う。 さらに、題名 、著者名、出版社名、君の名前 も入れ

よ う(必 須課題)。(以 下略)

これ らのツール は、いずれ も読書 とい う行為 を表現 と結び付 け、 目に見える形 に している点に

大 きな特徴 がある。本 を選んで読み、 自分 の考 えをま とめ、発信 し交流す るとい うよ り大 きな読

書のプ ロセ スを提示 してい るのである。子 どもの読解力 を育成す る上では単一 のテキス トを精読

す るだけではな く、 このよ うな読書活動を取 り入れた学習指導の開発が不可欠 である。我 が国の

国語科 の授業改善を進 める上で、大 きな ヒン トにな るもの と考え られ る。
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④ベル リン ・ブ ランデ ンブル ク州立学校 メデ ィア研 究所 におけ る現在の開発状況

「読 むプロセス」について、以下の よ うに現在 も開発 が進め られ てい ることが分かった。

現在 の読書活動 ツールの開発状況

○本 の解説書

低 学年 向けの ツール。本 を選 んで読む。読み終 わった ら、本の内容 に関す る3つ の質問 を書

き出す。(例)怪 物 の本 につ いて、「吸血鬼の歯 は どうして とがっているの?」 、答 「人間の首 を

しっか りかめるよ うに。」作成 した ものを元の本 に挟 んでお く。後にその本 を借 りた子 どもが、

読む際の参考 にす るこ とができる。

○本 のシ ョー ウィン ドウ

本 のタイ トルや作者 、子 ども自身 の名前 を書き、本の中で一番気に入 った場面 を描いて シ ョ

ー ウィン ドウの形にす るもの
。訪 問調査 当 日に見 た作品例 の場合、本 の書 き出 しと終わ りの文

章 を書き写 してい る。 また、読んだ感想 を記述す る。書き方 は学年に応 じて難易度 に差 を付 け

てい る。最後 に、 自分 自身で読んだのか、読んでも らったのか、読み聞かせ を聞いたのか をマ

ー クす る
。高学年 では、 シ ョー ウィン ドウの場面 を下に解説 してい る。

○回転 図書館

子 どもたち一人一人 が作成。読 んだ本の タイ トル、出版社 、主要登場人物、本の舞台、テー

マ、本 に対す る 自分 の評価(5つ 星)な どを、円盤 に記載。小学校段階で必要な文学的文章の

読みの基本要素 を網羅す るよ うに してい る。本 を読む度に円盤 を作成 し、重ねてい くことによ

って、 自分の読んだ本 の履歴 を確か めることがで きる。2000年 のPISA読 解力調査の時点では、

ドイツの教師は、子 どもたちは どの よ うな本 を読 んでい るのか把握 していなか った。そのため、

授 業外 で子 どもたちが読んだ本 を授業 に利 用す るこ とはできなか った。 回転図書館 によ り、授

業 に活用 できるよ うになった。

○本 の劇場

了 どもが 自分で選 んで読んだ本 の、一番気 に入 ったシーンを劇 場の よ うに描 く。登場人物 に

ついて も描 く。読んだ感想な ども記載す る。課題 としては、選んだ場面を対話形式のシナ リオ

に書き換 える。人形劇 に して友達 の前で演 じ、 自己評価 した り感想 を言った りす る。

4ベ ルリン市の基礎学校 ㈹ における読み方実践ボックスの活用状況

2007年 のベル リン調査 においては、基礎 学校2校 を訪 問 し、読み方実践ボ ックスを活用 した ドイ

ツ語の授業 を参観 したq1)。

(1)第3学 年 ・ドイツ語授業における 「読書 ロール」を活用 した学習指導の実際(12)

①視 察結果

ベテランの女性教 師による指導。1年 生か ら持ち上が りの学級 である。子 どもたちは これまで

にも 「読書 ロール作 り」の学習 を経験 している。今 回の学習は3年 生 になって初 めて取 り組む も

ので、学級全体で2冊 分の読書 ロール を共 同制作す るとい うものである。

まず 『私の大好 きな動物』『海賊 の話』の2冊 か ら1冊 を選んで読む。それ ぞれの本 には、短い

お話がい くつか載せ られてい る(『私 の大好きな動物』では 「飛びたい鳥」 「ちっ とも危 な くない
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鮫」な どの文章を掲載)。子 どもは本 の中で一番気 に入 ったお話 を選んで読む。その後、なぜ気 に

入 ったか とい う理 由を書 く。本 の挿絵は コピー して子 どもに配布す る。

前時は 自分が選 んだお話を要約 した。書 いた要約文 は、家で両親 にも読んでも らっている。本

時はそれ を清書 している。子 どもが選んで読 んだ本 のタイ トル と要約文、一番印象に残 る場面の

挿絵をま とめて巻紙 に貼 り付 ける。そのお話 を読んだ ことのない了 どもが要約文 を読んで、 どん

なお話 かを知 ることがで きるよ うにす る。教師は個別指導 を重点的に行 う。

次時以降は、 グルー プに分かれ て読書 ロール を使 いなが ら子 どもが他の子 どもたちに読み聞か

せ を行 う。テキス トは寄付 され たもので教材室 に1学 級 の児童数分 をそ ろえてい る。

②考察

まず 、今 回の視察 によって、読み方実践 ボ ックスが基礎学校 において実際に活用 され てい るこ

とを確認す ることができた。 聞き取 り調査 では、ベル リン市内では広 く普及 してお り、 ドイ ツ語

の授 業でよ く用い られ てい ることが明 らかになった。

指導に当た っては、「PISAス ーツケー ス」の開発 の考 え方 にもあるよ うに、「子 ども自身 が本 を

選んで読む」 とい う過程 を重視 してい ることが分か る。本授 業の ように共通テ キス トを用い る場

合で も、その中で 自分 の選んだお話 を紹介す る とい う学習場面を構想 している。

また、文章 を要約す る場合 も、ロール に貼 り付けて友達 に紹介す る とい う目的性 を明確 に して

お り、子 どもの主体 的な読む ことの学習を実現 している。

なお授業者は、読み方実践ボ ックスにある 「読書 ロール」の基本的な使 い方 を子 どもの実態に

応 じて応用 し、新 たな指導方法 を創造 している。読み方実践ボ ックスが単なる教材集 ではな く、

授業改善を促す手がか りを与えるもの として機能 していることが うかがわれ る。

日本版 開発 に向けての課題 としては、次 の点があげ られ る。

・視 察 した第3学 年 までに何度 か繰 り返 して活用 している との ことであったが、学年 に応 じて必

須課題や選択課題 を変 えてい く必要がある。

・教科書教材以外 の共通テキス トを用い る場合は
、テキス トを学級 の児童数分そ ろえるとい った

物的な条件 を考慮す る必要がある。

(2)第4学 年 ・ドイツ語授業における 「読む手順」 を活用 した学習指導の実際 ㈹

①視 察結果

了 ども一人一人が 「読む手順」のカー ドをもって学習 している。学習の進度 は一人一人異 な り、

各 々読 む学習 を進 めてい る。読む前 に内容 を推測 した5つ のキーワー ドな どをノー トに記載 して

い る。

テキス トは亀につ いての説 明文。難語句 を多 く含 む文章で、かな り厚い本 に収 め られ てい る。

教師は、子 どもの実態 に応 じて語句の意味を記載 した ヒン トシー トを複数種類準備 してお り、個

別指導を重点的に行 ってい る。 このよ うな方法 によ り、個人差に対応 した指導 を行っている。

授 業終 了後、校長及 び校 内研 究の中核教員 であるDr.Richterか らの聞き取 りを行 った。その内

容は以下の通 りである。

ドイ ツでは1990年 代 に授 業スタイル に変革 が生 じた。 一斉 に教科書を読むス タイル か ら、読

書活動 を積極 的 に取 り入 れ、子 ども自身が読む本 を決 める とい うこ とを重視 す るよ うになっ

た。 この背景には、子 どもの変化がある。テ レビの影響で本を全 く読まない子 どもが出てきた

のである。 このよ うな状況 に対応す るために、授業 を変 える必要が出てきた。
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読み方実践 ボ ックスは急 に生まれ たものではな く、この よ うな状況に対応す るために実践 さ

れ た様々なアイデ ィア を集約 し、具体化 し、オ リジナルな もの として作 られた ものである。シ

ュパ ンダウ区の国語の専門家会議 のメンバーが各校 を巡回 し、8つ の下位項 目の活用方法 につ

いて説明す るとい うシステムを とってい る。本校で も今 日の授 業以外 にも読書 ロールな ど、読

み方実践ボ ックスを使 ってお り、授業づ くりに有効 に機能 してい る。

②考察

了 どもたちは 「読む手順」のカー ドを手に、慣 れた様了で学習を進 めてお り、 日常的にこの学

習ス タイル を とっていることが うかがわれ た。同 じスタイルで繰 り返 し学習す ることで、子 ども

た ちは独力 でテキス トを読む ことができ るようになっていた。 その分授 業者 は、了 どもの個々の

能力に応 じた支援 を行 うことができていた。

今回の聞き取 りで、「PISAス ーツケース」は、直接 には2000年 のPISA読 解力調査 を契機 として

開発 され たが、そ こには ドイツの子 どもたちの変化 に対応すべ く授業改善を図って きた とい う布

石がある ことや、普及 のためのシステム も存在す ることが明 らか となった。

日本版 開発 に向けての課題 としては、次 の点があげ られ る。

・学年の発 達段階 に応 じた手順 を明確 にす る必要 がある。

・読 む文章 の種類 によって、用い る手順 の具体的 内容は異な る場合 が出て くる。 「読書 ロール」

のよ うに、説明的文章 と物語な どとい った よ うに、文章の種類 に応 じた読み方 を意識 できるよ

うな工夫 も必要で あろ う。

・日本版の作成後、いかに普及す るかが課題 である。

5日 本 版rPISAス ー ツ ケー ス 」 の 開発 に 向 け て

(1)「PISAス ーツケース」 と小学校国語科 の接点

日本版の開発に当たっては、「PISAスーツケース」の特徴 を生か しつつ、我が国の国語科の教育課程に

適合 させいく必要がある。よ り具体的には、学習指導要領の 「C読 むこと」の領域 を中心 とした 目標

や内容、言語活動等 との関連を検討す る必要がある。

研究所における聞き取 りでは、「PISAスーツケース」もやは り、ベル リンの学習指導要領 との密接 な関

連性 をもたせて開発 されたとのことであった。

「PISAスー ツケー ス」の特徴 は、 「読解 力」の概念解説 を含 めて、 「読解」 を幅広 くとらえた上で、

多様な側 面か らその育成 を図ろ うとしてい る点 にある。 これは我 が国の国語科 の、平成10年 版学習

指導要領 改訂 の際の 「文学的文章の詳細な読解 に偏 りがちであった指導の在 り方 を改め る」 とい う

基本方針 とも合致す る と考 えられ る。また、2008年3月 に公示 され た小学校 学習指導要領 ・国語 と

の関連を見る と、 「読む手順」 は、 「音読に関す る指導事項」 と 「説 明的な文章の解釈に関す る指導

事項」及 び 「文学的な文章の解釈 に関す る指導事項」、「自分の考えの形成及 び交流 に関す る指導事

項」㈹ の学習 をよ り具体化 して小刻みに示 した ものに相 当す ると考 え られ る。

「読むプ ロセ ス」における 「読書 の小箱」や 「読書 ロール」は、言語活動例 に相 当す るもの とい え

よ う。「読むプ ロセス」は、今回の学習指導要領 ・国語 の改訂の要点の一つであ る 「学習過程 の明確

化」㈹ と同様、読む能力 を、本 を選んで読み、解釈 し、自分の考 えを発信 し、交流す る とい った一

連 の過程 として とらえてい る。 「読書の小箱」 「読書 ロール」及び これ らのバ リエー シ ョンとして開

発 されている 「本のシ ョー ウィン ドウ」や 「本 の劇 場」な どは、 このよ うな過程 を具体的な形 とし
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て示 している点 に特徴 がある。 目に見 える形 にす ることは、指導の理念 と具体 的方法の普及 とい う

点で きわめて大 きな効果 をもつ。我 が国の国語科の授業改善 に向けて大 きな示唆 を与 えるもの と思

われ る。

(2)具 体 的な開発の方 向性

「PISAスーツケース」には、具体的で多様な読解力育成の方途が示 されている。 しか し基礎学校 にお

ける 「読書ロール作 り」の授業で見 られたように、教師がそれ らを忠実にこなすだけではな く、子 ども

の実態等に応 じて活用の仕方を変えてい くな ど創造的で弾力的な使い方 を導き出す ものであることが望

まれ る。す なわち、単に便利な指導マニュアルや教材 のアイデ ィア集 とい うだけではな く、国語科のね

らいに応 じた授業改善を促進す るものとなることが求め られ る。

日本版の開発に当たっては、まず学年 の発達段階や国語科の学年 目標 ・指導事項に応 じたグレー ド設

定が必要になると考えられる。その際、 「読書の小箱」は主に小学校低学年から中学年向き、「読書 ロー

ル」は主に小学校 中学年か ら高学年 向きな ど、ツールの特徴を生かした学年設定が有効であろう。

また、資料2-1及 び資料4-1に 示 したような、教師向けの解説を作成 し、言語活動を通 してどの

よ うな読解力を育成 しよ うとす るのかを説 明す ることも必要であろ う。

さらに我が国の場合、教師の資質向上のための研修方法 として授業研究がある。授業研究会等では、

学習指導案 をもとに授業の在 り方を検討す ることが基本 となる。その際、例えば読むプロセスに提示 さ

れたような読書活動を取 り入れた授業の学習指導案 を作成 して提示す ることなどによって、指導過程全

体のイメージも伝わ りやす くなるものと思われ る。

なお本論 は、科学研究費補助金 による、基盤研究(C)課 題番号19530776「 日本版 『PISAス ーツ

ケース』の開発」の研究成果の一部 である。

注

(1)2007年1月1日 よ り組織統合 し 「ベル リン ・ブランデ ンブル ク州立学校 ・メデ ィア研究所」(Landesinstitutfdr

SchuleundMedienBerlin-Brandenburg)と な り、現在はベル リン市に隣接す るル ー ドビクスフェルデ市に移転 して

い る。

(2)水 戸 部修治(2008)「 日本版 『PISAス ー ツケース』の開発 に関す る基礎的研究」『山形大学紀要(教 育科学)』 第14

巻 第3号 、pp.99-109

(3)訪 問調査に当たっては、在独の通訳者 、土本時江氏の協力を得た。

(4)翻 訳 に当たっては、株式会社 ビー コスの協力を得 た。

(5)注(1)の 研 究所の開発 を担 当した所員は、聞き取 りの際、本来の開発趣 旨か らい えば 「PISAス ー ツケース」 とい う

呼び方 がふ さわ しい と述べていた。そこで本論において も、製品の特徴 を記述す る場合は 「読み方実践ボ ックス」とし、

それ以外 は 「PISAス ー ツケース」 とい う呼称を用 いることとす る。なお、読み方実践 ボ ックスは、2008年12月 現 在、

199ユ ー ロで販売 されている。

(6)注(2)の 論 文 を参照願いたい。

(7)教 育課程審議会答 申(1998)『 幼稚 園、小学校、 中学校 、高等学校、盲学校 、聾学校及び養護 学校 の教育課程の基

準の改善 について』

(8)開 発 担 当者は、Ms.IreneHopPe,Ms.ErnaHattendorfで あ る。2氏 には、2007年12月3日 の研究所訪 問の際、

開発経緯 について詳細な説 明をいただいた。
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(9)注(2)の 論 文 には 日本版の試作 品の写真を掲載 している。参照願 いたい。

(10)ド イ ツ連邦の基礎学校 の多 くは4年 制 であるが、ベル リンでは6年 制を とってい る。

(11)訪 問 したのは次 の2校 である。

①GrundschuleamTegelschenOrt(所 在 地Berlin-ReinickendorfGerlindeweg11-2313505Berlin)

②GrundschuleamEichenwald(所 在 地Berlin-SpandauGaismannshofbrWeg213587Berlin)

(12)① 視 察校:GrundschuleamTegelschenOrt② 期 日:2007年12月4日(火)③ 対応者:Backhaus校 長 、学

級担任教師 他

(13)① 視 察校:GrundschuleamEichenwald② 期 日:2007年12月5日(水)③ 対応者:Schmidt-Eichstatt校 長 、

Dr.Richter、 学級担任教師 他

(14)文 部 科学省(2008)『 小 学校 学習指導要領解説国語編』pp.19-22

(15)同 掲 書p7

(受理 日:平 成21年3,月4日)
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